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用いたコンピュータ・プログラムに対し， 8imulation Program for Evaluation of Energy 8aving 
Characteristics of 旦~ating 8ystems (8 P E E 8 H )と命名しているO





























(1) 体感に関する室内熱環境の総合指標として. Fanger モデル，射場本モデル，新有効温度および作
用温度の代表的な 4 つの体感温に関する指標をとりあげ，それらが現実的多変数室空聞に適用された
ときの各指標聞の差異を明確にしている。
(2) 人体と室空間構成要素聞の相互熱ふく射にもとづく熱収支計算に対する数学モデルとその解法，お
よびそれらにもとづいた省エネノレギ性評価に関する計算プログラム (SPEESH) を提案している。
そして，モデノレ実験室による実験観測値との比較から，暖房室の各部壁面温度，気温分布および暖房
負荷に関して精密な予測が可能であることを実証している。
(3) 作用温度の等しい条件下でのふく射暖房方式と温風暖房方式の熱負荷特性の解析結果から，両者の
省エネルギ』性には外壁面室内側対流熱伝達率が支配的影響を持つことを明らかにしている。そして両
者の省エネノレギ'性の判定指標として臨界熱伝達率を提案し，その表示式を提示している。
(4) ふく射暖房方式と温風暖房方式の省エネノレギ的優位'性に関して，室内居住位置に対する省エネルギ
境界面の概念を提案し，その推定式を提示している。
以上のように，本論文は従来全く不明であった人体とその室内周囲環境問での対流熱交換とふく射熱
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交換が共存する場における体感温を評価温度条件としたときの暖房システムの省エネルギ性に関する特
性を基本的に解明しており，空気調和工学 環境工学等に寄与するところが大きい。
よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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